
事
務
補
助
員（
臨
時
的

任
用
職
員
）を
募
集

　

平
成
23
年
度
に
市
役
所
及
び
関
係

機
関
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務
す

る
職
員
の
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
２
月
20
日
㈰

受
験
資
格　
昭
和
26
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

（
文
書
作
成
・
表
計
算
等
）
が
で
き

る
こ
と
。

申
込
期
間　
２
月
１
日
㈫
〜
10
日
㈭

申
込
方
法　

人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、
２
月

１
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

学
校
用
務
補
助
員（
臨
時

的
任
用
職
員
）を
募
集

　

平
成
23
年
度
に
市
内
の
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
に
お
い
て
、
臨
時

的
に
勤
務
す
る
学
校
用
務
員
の
選
考

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員　
15
人
程
度

受
験
資
格　
昭
和
26
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

試
験
日　
２
月
20
日
㈰

申
込
期
間　
２
月
１
日
㈫
〜
10
日
㈭

申
込
方
法　
教
育
委
員
会
総
務
課
備

え
付
け
の
「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
総
務
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」は
、

２
月
１
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
の

払
戻
請
求
を
お
忘
れ
で
な
い
で
す
か

　

同
じ
月
に
同
じ
医
療
機
関
で
支
払

っ
た
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
一
定

額
を
超
え
た
場
合
等
、
高
額
療
養
費

の
払
戻
請
求
が
で
き
ま
す
。
対
象
者

に
は
市
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、
い
ま
だ
請
求
手
続
が
お
済
み
で

な
い
方
が
い
ま
す
。
通
知
後
２
年
が

経
過
し
ま
す
と
時
効
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
高
額

療
養
費
の
申
請
に
は
領
収
書（
原
本
）

を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

税
金
の
確
定
申
告
（
医
療
費
控
除
）

等
を
さ
れ
る
場
合
は
、
領
収
書
を
提

出
す
る
前
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
入
院
し
た
場
合
、
医
療
機

関
で
の
支
払
額
が
自
己
負
担
の
限
度

額
ま
で
で
済
む
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年

金
課
（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
を
拡
充

　

平
成
23
年
４
月
診
療
分
か
ら
助
成

の
対
象
を
小
学
６
年
生
修
了
ま
で
拡

充
し
ま
す
。

▼
４
月
か
ら
小
学
５
年
、
６
年
生
に

な
る
お
子
さ
ん
の
手
続
き

　

市
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
関
係

書
類
を
ご
確
認
の
う
え
、
２
月
28
日

㈪
ま
で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
す
で
に
「
受
給
者
証
」
を
お
持
ち

の
０
歳
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年

金
課
（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

年
金
相
談

&
Q

A

Q
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
な
い
か
心
配
で
す
。
な

に
か
良
い
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

A 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

つ
い
て
、
口
座
振
替
の
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毎
月
自
動

的
に
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
納
期
限
を
気
に
す
る
必
要
が
な

く
、
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、
金

融
機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
の
窓
口
、

ま
た
は
年
金
事
務
所
（
郵
送
も
可
）

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
込
書
に

は
、
基
礎
年
金
番
号
の
記
入
が
必
要

で
す
の
で
、
年
金
手
帳
等
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
金
融
機
関
届
出

印
の
押
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
引
落
方
法
は

①
１
年
度
分
の
前
納
（
申
込
締
切
日

は
２
月
末
日
）

②
６
カ
月
分
の
前
納
（
４
月
〜
９
月

分
の
申
込
締
切
日
は
２
月
末
日
）

③
毎
月
（
早
割
）
※
納
付
期
限
よ
り

も
１
カ
月
早
く
口
座
振
替

④
毎
月
（
割
引
な
し
）

の
４
種
類
か
ら
選
ん
で
お
申
し
込
み

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

－

１
１
１
８
）
へ

　

４
月
1
日
か
ら
税
務
証
明
書
の
申

請
時
に
、
窓
口
へ
来
ら
れ
た
方
の
公

的
証
明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）

に
よ
る
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
確
認
は
、
他
人
が
本
人
に
な

り
す
ま
し
て
不
正
に
証
明
書
を
取
得

す
る
こ
と
を
防
止
し
、
皆
様
の
大
切

な
資
産
や
収
入
な
ど
の
個
人
情
報
を

保
護
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

本
人
確
認
が
で
き
る
主
な
書
類

●
運
転
免
許
証
●
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
●
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
●
外

国
人
登
録
証
明
書
●
被
保
険
者
証
●

各
種
年
金
手
帳
（
ま
た
は
証
書
）
●

そ
の
他
公
的
機
関
が
発
行
し
た
資
格

証
明
書

代
理
申
請
の
場
合　
証
明
が
必
要
な

方
の
委
任
状
（
個
人
の
場
合
は
認
印
、

法
人
の
場
合
は
代
表
者
印
を
押
印
し

た
も
の
）
お
よ
び
代
理
で
来
ら
れ
る

方
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

税
務
証
明
書
交
付
申
請
時
の
本
人
確
認
の
実
施
の
お
知
ら
せ
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水
道
の
冬
支
度
を
！

●
夜
の
冷
え
込
み
に
ご
注
意

　

気
温
が
氷
点
下
４
度
以
下
に
な
り

ま
す
と
、
防
寒
の
出
来
て
い
な
い
水

道
管
は
、
凍
っ
た
り
破
裂
し
た
り
し

ま
す
。
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
は
、

早
め
に
手
当
て
を
施
し
ま
し
ょ
う
。

①
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
。

②
水
道
管
が
北
向
き
に
あ
る
と
こ
ろ
。

③
風
が
よ
く
当
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る

水
道
管
。

●
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

　

ま
ず
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
箱
の
中

に
あ
る
止
水
栓
（
＝
バ
ル
ブ
）
を
閉

め
て
水
を
止
め
、
破
裂
し
た
部
分
に

布
や
テ
ー
プ
な
ど
で
応
急
手
当
て
を

し
て
か
ら
、
市
指
定
上
下
水
道
工
事

店
共
同
組
合
（
☎
22

－

７
６
０
８
）

ま
た
は
市
指
定
水
道
工
事
店
へ
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
水
道
が
凍
っ
て
出
な
い
と
き

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
、

溶
か
し
ま
す
。
熱
湯
を
か
け
る
と
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
等
改
定
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
の
合
併
協
定
書
に
基
づ

い
て
、
据
え
置
い
て
い
ま
し
た
旧
市

町
の
一
部
地
域
の
水
道
料
金
等
は
、

４
月
分
か
ら
左
表
の
料
金
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
阿
南
市
の
上
水
道
、

簡
易
水
道
の
料
金
は
、
す
べ
て
統
一

さ
れ
た
料
金
体
系
に
な
り
ま
す
。

※
基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
の
有
無

に
か
か
わ
り
な
く
課
さ
れ
る
料
金
で

す
。
水
道
を
ご
使
用
に
な
ら
な
い
場

合
は
、
閉
栓
届
け
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

水
道
部
業
務
課

（
☎
22

－
０
５
８
７
）
へ

平成23年度 阿南市水道料金表（１カ月当たり） ※ 消費税別

用　途 基本水量
（立方メートル）

基本料金
（円）

超　過　水　量
（１立方メートルについて）

超過料金
（円）

一 般 用 10 880

11　以上　20　まで   90

21　以上　30　まで 120

31　以上 160

湯 屋 用 150 11,000 151　以上 100

業 務 用 200 26,000
201 以上 1,000 まで 120

1,001 以上 160

船 舶 用 ——— ——— 1 につき 260

臨 時 用 ——— ——— 1 につき 260

メーター使用料表（１カ月当たり） ※ 消費税別

口　径（㎜） 13 16 20 25 30 40 50 75 100 150

使用料（円） 60 110 110 140 270 400 800 1,600 2,000 3,700
※16㎜メーターの使用料は、４月１日から、現在の100円から110円になりますのでご了承ください。

環境と

くらし

シリーズ

〈№ 10〉

☆
は
じ
め
よ
う　
考
え
よ
う

　
地
球
温
暖
化
対
策
☆

地
球
温
暖
化
の
主
な
要
因
は
Ｃ
Ｏ
２

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
で
使
わ
れ
て
い

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
半
は
、
石
油
や

石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
を
燃
焼
す
る

こ
と
で
得
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
同
時

に
大
気
中
に
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）

が
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費
に
よ
り
Ｃ

Ｏ
２
濃
度
も
上
昇
し
、
宇
宙
に
放
出

さ
れ
る
は
ず
の
熱
が
Ｃ
Ｏ
２
に
遮
ら

れ
、
大
気
中
に
封
じ
込
め
ら
れ
る
こ

と
で
「
温
室
」
と
同
じ
状
態
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
が
地
球
温
暖
化
の
仕
組

み
で
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す

　

こ
の
ま
ま
地
球
温
暖
化
が
進
む
と

台
風
や
大
雨
が
増
加
し
た
り
、
氷
河

が
溶
け
出
し
て
海
面
が
上
昇
し
沿
岸

部
や
海
抜
の
低
い
島
が
水
没
し
て
し

ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

農
業
や
漁
業
に
も
影
響
が
広
が
り
、

世
界
の
食
糧
不
足
に
ま
で
発
展
し
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
熱
帯

性
の
伝
染
病
が
流
行
す
る
な
ど
衛
生

面
に
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

１
人
ひ
と
り
の
省
エ
ネ
が
支
え
る
大

き
な
効
果

　

こ
の
ま
ま
で
は
大
変
！
深
刻
な
地

球
温
暖
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
た

め
に
は
、
１
人
ひ
と
り
が
問
題
意
識

を
持
ち
省
エ
ネ
を
実
行
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
１
人
で
は
効
果
が
少
な

い
よ
う
に
思
え
て
も
、
み
ん
な
で
取

り
組
め
ば
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。

毎
日
、
そ
の
時
、
そ
の
場
で
、
我
が

家
が
す
る
こ
と

　

地
球
温
暖
化
か
ら
地
球
を
守
る
省

エ
ネ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
次
回

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
環
境
保
全
課
（
☎

22

－

３
４
１
３
）
へ

あぶない！こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

241件（2,645）
0人（       5）
40人（   509）

救 急 件 数
搬送人員

263件（3,064）
253人（2,976）

火 災 件 数
損 害 額

3件（     42）
87千円（42,924千円）

●阿南署管内平成22年12月分合計　(　)内は１月からの累計

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
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申
告
・
納
付
の
期
間

　

申
告
書
は
ご
自
分
で
作
成
し
て
、

で
き
る
だ
け
郵
送
等
で
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
税
・
贈
与
税　

　

２
月
１
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈫

▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）

　

２
月
１
日
㈫
〜
３
月
31
日
㈭

申
告
相
談
会
場

会
場　
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

展
示
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
東
側
）

※
駐
車
場
は
、
同
セ
ン
タ
ー
東
側
に

あ
る
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　
２
月
１
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈫

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
こ
の
期
間
中
は
、
阿
南
税
務
署
庁

舎
内
に
は
申
告
相
談
会
場
を
設
け
て

お
り
ま
せ
ん
。

受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
か
ら
電
子
申
告

　

自
宅
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
し
て
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に
送
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
最
高
５
，
０
０
０
円
の
税
額
控
除

　

平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
を
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子

証
明
書
を
付
し
て
申
告
期
限
内
に
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
と
、
最
高
５
，
０

０
０
円
の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
平
成
19
年
分
か
ら
平
成
21
年
分
ま

で
の
確
定
申
告
で
本
控
除
の
適
用
を

一
度
で
も
受
け
ら
れ
た
方
は
対
象
外

で
す
。

■
添
付
書
類
の
提
出
を
省
略

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ

－

Ｔ
ａ

ｘ
で
行
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書

や
源
泉
徴
収
票
等
は
、
そ
の
記
載
内

容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
確
定
申
告
期

限
か
ら
３
年
間
、
書
類
の
提
出
ま
た

は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。）

■
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付

申
告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
。（
３

週
間
程
度
に
短
縮
）

振
替
納
税
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

今
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
で
す
。

振
替
納
税
は
、
現
金
を
持
ち
歩
く
必

要
が
な
く
、
う
っ
か
り
納
税
を
忘
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
安

全
で
便
利
な
振
替
納
税
制
度
を
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き　
税
務
署
お
よ
び
金
融
機
関

に
備
え
付
け
の
預
貯
金
口
座
振
替
依

頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

税
務
署
ま
た
は
取
引
先
の
金
融
機
関

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
日　
▼
所
得
税
：
４
月
22

日
㈮
▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
：
４
月
27
日
㈬

電
子
納
税
（
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
）

も
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

事
前
に
税
務
署
に
届
出
等
を
し
て

お
け
ば
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て

電
子
申
告
等
の
後
に
簡
単
な
ク
リ
ッ

ク
操
作
に
よ
り
、
届
け
出
し
た
預
貯

金
口
座
か
ら
即
時
ま
た
は
期
日
を
指

定
し
て
国
税
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

申
告
書
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
は　

〒
７
７
４

－

０
０
３
０
阿
南
市
富
岡

町
滝
の
下
４
番
地
４　

阿
南
税
務
署

（
☎
22

－

０
４
１
４
）
へ

※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
、
ご
用

件
の
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

応
募
期
間　
２
月
１
日
㈫
～
２
月
28

日
㈪

応
募
方
法　
「
女
性
消
防
班
愛
称
」

と
記
入
し
、
愛
称
・
そ
の
理
由
・
応

募
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
し
て
、
は
が
き
、
電
子
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

審
査
お
よ
び
発
表　
市
消
防
本
部
に

お
い
て
審
査
し
、
４
月
ご
ろ
に
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
な

お
、
採
用
さ
れ
た
方
（
１
人
）
に
は

記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。（
採

用
さ
れ
た
名
称
に
複
数
の
応
募
が
あ

る
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
〒
７

７
４

－

０
０
０
１　

阿
南
市
辰
己
町

１
番
地
33　

市
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
22

－

３
７
９
６
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
23

－

１
４
９
８
）
へ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス anan119@bird.ocn.ne.jp

　

阿
南
市
消
防
団
で
は
、
現
在
８
人

の
女
性
消
防
団
員
が
地
域
防
災
の
た

め
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
、
よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
「
女
性
消
防
班
」
の
愛
称
（
チ
ー

ム
名
）
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
規
定　
愛
称
は
本
人
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。（
た

だ
し
１
通
に
つ
き
愛
称
１
点
）

住　宅　用
火災警報器

設置期限　平成23年５月31日

設
置
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！

設置しなければならない
対象住宅等
・戸建て住宅
・店舗併用住宅
・共同住宅等
設置しなければならない
場所
・全ての寝室（煙式）
・２階に寝室がある場合、

階段上部（煙式）
・台所（推奨します。煙

式または熱式）

問い合わせは
消防本部予防課

（☎22－3799）へ
警報器

国道55号

JR阿
南
駅

原田病院

フジグラン阿南富岡東高等学校阿南市
市民会館

商工業振興
センター

聖母幼稚園

市
道 

領
家
学
原
線

ホームセンター
ダイキ阿南店
ホームセンター
ダイキ阿南店

商工業
振興センター
駐車場

凡　例… 案内看板案

女
性
消
防
班
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
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人権教育・啓発
〈連載75〉 阿南市人権教育研究大会にご参加ください

　次の日程で阿南市人権教育研究大会を開催いたします。多数の皆様のご参加をお願いいたします。　

会場および研究内容　　
＜全体会＞　文化会館　人権コンサート「うた、こども、識字から学ぶ人権」　石井小学校　教頭　湯浅　篤人さん
＜分科会＞

日　時　２月５日㈯　午前10時開会
参加費　700円（弁当付き）

趣　旨　　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題を
自らの課題として捉え、人権教育・啓発活動
の具体的な実践について研究する。

※託児を希望される方は、２月１日㈫までに人権教育課へお申し込みください。
申し込み・問い合わせは　人権教育課（☎22－3392）へ

会　名 会　　場 研　　　　　究　　　　　概　　　　　要

就 学 前 教 育 文化会館　
２階　研修室

　就学前人権教育の意義と目的を明らかにし、その重要性について、保護者・地域への啓発や教育
（保育）内容をどのように実践しているか。　

小 ・ 中 学 校
教 育

富岡公民館　
２階　ホール

　心豊かでたくましい阿南の子どもを育てるために、人権意識を高めながら連帯感のあるＰＴＡ活
動を推進しよう。
　学校・家庭・地域が連携し、一体となった地域の教育力の大切さが叫ばれています。ＰＴＡ活動
や地域活動を中心とした子ども・教職員・家庭・地域が連携した人権教育・啓発をどのように進め
ているか、参会者が思いを伝え合う中で考えていきましょう。

高校・高専・
特別支援学校
教 育

ロイヤルガーデン
ホテル　２階　
サローネの間A

　「身元調査お断り」ワッペン運動の輪をさらにひろげ、一人ひとりの人権意識の高揚を図ろう。
　－身元調査と私たちのくらし－
　高度情報化社会の到来により、たいへん便利になった反面、インターネットをはじめ生活のあら
ゆる場面において人を傷つける情報もあとを絶ちません。今一度、一人ひとりがしあわせに生きら
れるために、何をしなければならないか考えてみましょう。

社 会 教 育 文化会館　
１階　視聴覚室

　人権を確立し、すべての人の命と健康が守られる社会を創ろう。
〜相手の立場に立ち、広く豊かな心を育み、人権が尊重され共に生きる社会づくりを進めよう〜
　すべての市民が日常のさまざまな生活を「人権」と結びつけて考え、あらゆる差別や不合理を解
消する取り組みを進めるための教育・啓発活動を共に考えましょう。

企 業 ・ 職 域 ロイヤルガーデン
ホテル　２階　
サローネの間Ｂ・Ｃ

　市内のすべての企業が人権問題を学習し、お互いの人権を守り差別のない明るい職場をつくろう。
　企業内の人権教育・啓発への取り組み体制（社内指導者の養成等）を見直し、強化することによ
り、企業人・社会人としての資質の向上をめざした実践活動を推進しましょう。

行 　 　 　 政 ロイヤルガーデン
ホテル　別館　
レジェンダ

　公務員として要請されている課題と使命を十分認識し、常に人権の視点で業務を遂行しているか。
　「阿南市人権施策基本方針」の趣旨に基づき「人権尊重のまちづくり」に取り組んでいるか。
　人権教育・啓発の諸事業を通じて、関係機関・職場・地域との連携を密にした実践活動を推進し
ているか。

日
時　
２
月
22
日
㈫　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館　

１
階
視
聴
覚
室

内
容　
講
演
「
人
権
劇
の
歩
み
」

　
　
　

講
師
：
福
井
中
学
校
長

　
　
　
　
　
　

生
杉
孝
晴
さ
ん

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参
画

課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

　

12
月
５
日
、
第
14
回
阿
南
市
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
上
演
さ
れ
た
劇

団
あ
ゆ
み
に
よ
る
人
権
劇
「
じ
い
ち

ゃ
ん
の
子
守
唄
」
の
一
場
面
。
同
和

問
題
を
題
材
に
結
婚
差
別
で
揺
れ
動

く
家
族
の
心
境
を
リ
ア
ル
に
表
現
し

た
劇
は
多
く
の
人
の
心
を
打
ち
ま
し

た
。
手
作
り
の
劇
か
ら
人
権
の
大
切

さ
を
学
ん
だ
有
意
義
な
１
日
と
な
り

ま
し
た
。

手作りの劇から学ぶ人権の大切さ 人権教育・啓発市民講座
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